
LIP とは…… Local Information Paper の頭文字をとったものです。  

 

 

「ＬＩＰ編集局」 https://www.love-dugong.net/lip/ 

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

郵便振替口座 00920-8-120259（ＬＩＰ編集局） 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 

２０２０年９月号 

├ 言いたい放題！ アッキー28 号（42） 

              風邪？ コロナ？ 

├ STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 擬人化マンガ編 

├ 父の言葉「戦争はやっちゃいかん」 

├ 戦争体験 最後の海軍少年兵として 

├ 原発賠償関西訴訟第 26 回期日の傍聴に行きました。 

├ まんが 明るい自閉症講座（１９） 

├ イベント紹介 ├ 編集局より／ＬＩＰ配布場所／会計報告 

【WEB】ひらかた NPO フェスタ 2020 の動画撮

影進んでいます。計 40 動画が集まるそうで

す。 

写真はＬＩＰ編集局の撮影の様子［８月19日 

サプリ村野にて］ 学生さんたちの手による

本格的撮影でびっくりしました。出来あがり

が楽しみです。 

      （ＬＩＰ わたなべ） 

12 月下旬頃関係者試写会開

催、来年 1 月頃には動画配信開

始されるそうです。 



（言いたい放題！ アッキー28 号）   ＬＩＰ ２０２０／０９ 

〈２〉 

 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

拡
大

が
止

ま

ら
な

い
。
朝

起
き

て
テ

レ
ビ

を
つ

け
る

と
、
「

昨
日

の
感

染
者

数
は

〇
〇

〇
人

」
と

ア
ナ

ウ
ン

サ
ー

が

告
げ

る
。

外
出

時
に

は
必

ず
マ

ス
ク

。
会

社
や

店

の
入

り
口

に
は

ア
ル

コ
ー

ル
が

置
か

れ
て

い
て

、

し
ゅ

っ
と

手
に

吹
き

か
け

て
建

物
に

入
る

。
 

 
ち

ょ
っ

と
体

調
が

悪
い

と
「

も
し

か
し

て
感

染
？

」
と

不
安

に
な

る
。

熱
が

出
る

と
、

医
者

に

か
か

る
の

も
た

い
へ

ん
だ

。
 

 
私

の
家

で
は

、
７

月
最

後
の

日
曜

日
、

障
害

を

持
つ

上
の

子
が

38度
の

熱
を

出
し

た
。

翌
朝

医
者

に
行

く
こ

と
に

し
て

、
通

所
先

の
事

業
所

と
私

の

勤
務

先
に

も
月

曜
日

休
む

旨
連

絡
を

入
れ

た
。

 

 
息

子
は

マ
ス

ク
が

嫌
で

す
ぐ

に
ず

ら
し

て
し

ま

う
。

受
診

前
に

一
言

相
談

し
て

お
こ

う
と

、
か

か

り
つ

け
の

Ｋ
ク

リ
ニ

ッ
ク

に
電

話
す

る
と

、
熱

が

あ
る

な
ら

ま
ず

相
談

セ
ン

タ
ー

に
電

話
し

て
「

受

診
し

て
い

い
」

と
言

わ
れ

て
か

ら
来

て
く

だ
さ

い

と
の

こ
と

。
月

曜
日

の
朝

だ
、

電
話

が
つ

な
が

る

だ
ろ

う
か

と
恐

れ
な

が
ら

、
教

え
ら

れ
た

番
号

に

電
話

す
る

と
、

幸
い

す
ぐ

に
人

が
出

て
く

れ
た

。

熱
の

推
移

と
症

状
を

聞
か

れ
、

味
覚

障
害

が
あ

る

か
と

問
わ

れ
た

が
、

息
子

に
そ

れ
を

聞
く

こ
と

は

難
し

い
。

そ
う

答
え

る
と

、
最

近
２

週
間

の
渡

航

歴
、
周

囲
に

コ
ロ

ナ
感

染
者

が
い

る
か

と
聞

か
れ

、

両
方

な
い

と
答

え
る

と
、

受
診

を
許

可
さ

れ
た

。
 

 
Ｋ

ク
リ

ニ
ッ

ク
は

我
が

家
か

ら
坂

を
上

っ
て

４

０
０

メ
ー

ト
ル

だ
が

、
う

ち
に

は
車

が
な

い
の

で
、

タ
ク

シ
ー

を
呼

ん
で

行
っ

た
。

ク
リ

ニ
ッ

ク
に

入

る
と

処
置

室
に

呼
ば

れ
、

熱
を

測
り

看
護

師
に

症

状
を

話
し

、
そ

こ
で

順
番

を
待

つ
。

し
ば

ら
く

す

る
と

診
察

室
か

ら
Ｋ

先
生

が
出

て
き

て
、

様
子

を

聞
い

て
４

日
分

の
風

邪
薬

を
処

方
し

て
く

れ
た

。

「
風

邪
で

す
か

？
」
と

聞
く

と
、「

コ
ロ

ナ
で

な
い

か
ど

う
か

は
、

検
査

し
な

い
と

わ
か

ら
な

い
か

ら

ね
ぇ

。
薬

を
飲

ん
で

３
日

た
っ

て
も

熱
が

下
が

ら

な
け

れ
ば

、
必

ず
相

談
セ

ン
タ

ー
に

電
話

し
て

く

だ
さ

い
」

と
の

お
返

事
。

私
の

勤
務

先
か

ら
必

ず

聞
く

よ
う

に
と

言
わ

れ
た

、「
家

族
は

仕
事

に
行

っ

て
い

い
か

？
」
と

い
う

問
い

に
は

、「
そ

れ
は

い
い

で
す

」
と

言
わ

れ
、

ほ
っ

と
し

た
。

す
ぐ

前
の

薬

局
で

薬
を

も
ら

い
、
歩

い
て

坂
を

下
り

て
帰

っ
た

。
 

 
帰

宅
後

息
子

の
通

所
先

と
会

社
に

行
っ

て
い

る

夫
に

連
絡

。
私

の
勤

務
先

に
は

風
邪

の
よ

う
だ

が

家
に

１
人

で
置

い
て

お
か

れ
な

い
の

で
２

、
３

日

休
ま

せ
て

く
だ

さ
い

と
連

絡
し

た
。

隣
の

祖
母

宅

に
も

医
者

に
行

っ
て

薬
を

も
ら

っ
た

こ
と

を
報

告

し
て

、
息

子
に

薬
を

飲
ま

せ
る

と
ベ

ッ
ド

に
休

ま

せ
て

、
あ

と
は

ひ
た

す
ら

家
に

こ
も

る
だ

け
。

 

 
そ

の
後

３
日

間
息

子
は

微
熱

。
金

曜
日

に
平

熱

に
な

っ
た

が
、

薬
も

な
く

な
る

の
で

Ｋ
ク

リ
ニ

ッ

ク
に

行
っ

た
。

そ
し

て
、

検
査

を
受

け
さ

せ
て

も

ら
え

る
よ

う
お

願
い

し
た

。「
多

分
風

邪
」
と

い
う

の
で

は
通

所
先

の
事

業
所

に
安

心
し

て
も

ら
え

な

い
。

院
長

か
ら

相
談

セ
ン

タ
ー

に
電

話
し

て
頼

ん

で
も

ら
い

、
検

査
を

受
け

ら
れ

る
こ

と
に

な
っ

た
。
 

 
い

っ
た

ん
自

宅
に

戻
っ

て
連

絡
を

待
つ

。
２

度

の
電

話
で

、
近

く
の

医
療

セ
ン

タ
ー

で
す

ぐ
検

査

を
受

け
る

こ
と

に
な

り
、

窓
を

開
け

た
タ

ク
シ

ー

で
セ

ン
タ

ー
に

向
か

っ
た

。
正

面
玄

関
と

は
違

う

入
口

か
ら

防
御

服
を

着
た

看
護

師
に

導
か

れ
、

半

透
明

の
カ

ー
テ

ン
で
隔
離

さ
れ

た
ス
ペ

ー
ス

に
誘

導
さ

れ
、

そ
こ

に
あ

る
椅

子
に

息
子

を
座

ら
せ

て

待
つ

。
や

が
て

呼
ば

れ
て
部
屋

に
入

り
、

医
師

と

看
護

師
か

ら
説
明

を
受

け
た

。
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査

を
受

け
る

と
結
果

が
出

る
ま

で
数

日
か

か
る

、
そ

の
間

は
外

出
せ

ず
家

に
い

て
く

だ
さ

い
と

聞
い

て
、「

そ
れ

で
は

生
活

が
回

ら
な

い
で

す
！

」
と

言
う

と
、

そ
う

い
う

事
情

な
ら

ば
と

、
少

し
精

度
は
落

ち
る

も
の

の

す
ぐ

に
結
果

の
わ

か
る
抗
原

検
査

を
受

け
る

こ
と

に

な
っ

た
。
細
胞
採
取

の
た
め
鼻
腔
内

に
綿
棒

を
入

れ

る
と

き
に

は
、
息

子
の
膝

に
馬
乗

り
に

な
っ

て
、「

検

査
す

る
よ

。
お
鼻

に
綿
棒

入
れ

る
け

ど
、

が
ん

ば
っ

て
！

」
両

手
で
顔

を
支

え
、

な
ん

と
か
採
取

し
て

も

ら
う

こ
と

が
で

き
た

。
薬

も
処

方
し

て
も

ら
い

、
検

査
結
果
判
明

後
に
振

り
込

む
べ

く
会
計

の
書
類

を
も

ら
う

と
、

ま
た

タ
ク

シ
ー

で
窓

を
開

け
て

も
ら

っ
て

帰
宅

。
１

時
間

後
検

査
を

し
て

く
れ

た
医

師
か

ら
電

話
が

か
か

り
、「
陰
性

で
す

」
と

言
わ

れ
、
心

か
ら

ほ

っ
と

し
た

。
 

 
検

査
で
対
応

し
て

く
れ

た
看

護
師

さ
ん

も
医

師
も

み
ん

な
優

し
か

っ
た

。
防

御
服

を
着

て
毎

日
た

い
へ

ん
だ

ろ
う

に
、
落

ち
着

き
な

く
ぶ

つ
ぶ

つ
独

り
言

を

言
う

息
子

に
笑
顔

で
接

し
て

く
れ

て
、
涙

が
出

る
ほ

ど
あ

り
が

た
か

っ
た

。
 

 
隣

の
祖

母
は

と
い

え
ば

、
孫

が
感

染
し

た
と
勘

違

い
。
小

さ
か

っ
た
頃

の
写
真

を
出

し
て

き
て

、「
こ

ん

な
に

可
愛

か
っ

た
の

に
。
死

ん
で

し
ま

う
の

か
し

ら
」

と
泣

い
て

い
た

そ
う

だ
。
義
妹

か
ら

そ
ん

な
話

を
聞

い
て

、
大
笑

い
。
図

体
ば

か
り

大
き

く
な

っ
て

、
迷

惑
を

か
け

る
こ

と
も

多
い

の
に

、
そ

こ
ま

で
大

事
に

思
っ

て
く

れ
て

い
る

の
だ

と
、
涙
腺

が
ま

た
ゆ

る
ん

だ
。

 

（
著

者
プ

ロ
フ

ィ
ー

ル
）
 

パ
ー

ト
勤

務
の

主
婦

。

自
閉

症
を

持
つ

成
人

し
た

息
子

が
い

ま
す

。
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言いたい放題！ アッキー28 号（42）      風邪？ コロナ？ 



（マンガ文庫 蔵書紹介）      ＬＩＰ ２０２０／０９ 

〈３〉 

 分かりにくく、とっつきにくい事柄や親近感を伝

えるために擬人化して表現することがありますが、

古くから擬人化は様々なところで使われてきました。 

夏目漱石の『吾輩は猫である』やアンパンマンとい

った作品だけでなく、｢鳥のさえずり｣、｢風のささや

き｣といった表現に至るまで、改めて探してみると生

活のそこらかしこに擬人表現が溢れていることに気

づきます。今回は現代における代表的な擬人化マン

ガを紹介します。 

 

《 体内細胞・細菌を擬人化したマンガ 》 

◆ はたらく細胞 清水茜 既刊5巻 ◆ 

赤血球や白血球、NK(ナチュラルキラー)細胞といっ

た身体の中ではたらく細胞たちが擬人化され、人体

を仕事場として、擦り傷から食中毒、ニキビといっ

た日々身体に起こるトラブルに奔走するストーリー

です。 

1〜2 話完結でどこから読んでも読みやすくなって

ます。細菌や血小板、赤ちゃんの身体や女性特有の

病気や不調にフォーカスをあてたスピンオフ作品も

沢山でていますので、気になるテーマに絞って読ん

でみても面白いですよ。 

アニメ化もされていますので、気になった方は是非

チェックしてみてくださいね！ 

2020 年9 月4⽇〜映画館で上映もはじまります！ 

（蔵書） 

☆はたらく細胞 既刊5 巻 

☆はたらく細胞BLACK 既刊6 巻 蔵書5 巻 

☆はたらく細菌 既刊7 巻 蔵書5 巻 

☆はたらかない細胞 既刊3 巻 蔵書2 巻 

☆はたらく血小板 既刊2 巻 蔵書1 巻 

☆はたらく細胞Baby 既刊2 巻 蔵書1 巻 

 

《前代未聞!?国を擬人化した世界を知れるマンガ》 

◆ ヘタリア 日丸屋秀和 既刊6巻 ◆ 

この世の天国とは 

コックはフランス人 

警官はイギリス人 

技術はドイツ人 

銀行家はスイス人 

恋人はイタリア人 (2巻 4ページ) 

各国の特徴や気質をコミカルに擬人化した四コママ

ンガです。ヨーロッパ諸国も、日本と韓国、中国と

同じような侵略と奪略の歴史を経て今があります。

そういった時代背景もやんわり入りつつもクスッと

笑えるギャグマンガに仕上がってます。 

 

作者の日丸屋秀和さんはアメリカ在住で、日本では

なかなか感じることのできない各国の独自文化（イ

ギリスの魔女文化や、ロシアの呪い文化など）や、

国⺠性（陽気だけど、軍事的に弱々なイタリア、生

真面目で、お金持ちのドイツ、アメリカと意見をシ

ンクロさせる日本など）を知れる世界史の教科書の

ようなマンガになっています。 

1 人1 国なので、かなり典型的な性格になっており、

この本のように⼈の性格は国⺠性で⽚付けられない

ですが、日本以外の国へ興味を持ってもらえるきっ

かけになったら嬉しいです。 

 

（みんなでつくる学童 STEMs そふえ） 

［STEMz マンガ文庫で検索！］ 

STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 擬人化マンガ編 



（最後の海軍少年兵として）      ＬＩＰ ２０２０／０９ 

〈４〉 

 海軍甲種飛行予科練習生*（予科練）第十六期のひと

りとして、一九四五年四月、兵庫県宝塚海軍航空隊に

入隊した。有名な少女歌劇場を海軍が徴用した瀟洒な

兵舎であった。 

 厳しい訓練・ようやく夜の巡検・点呼がすんでベッ

ドに横になると隣の遊園地の動物園舎に繋がれた動物

の息づかいと一緒に鎖をひきずる音が哀しくてホーム

シックにかかる中学四年生になったばかりの十五歳の

少年兵であった。 

 六月、予科練教育が打ち切られ茨城県土浦へ。一先

ず入った隊舎は空襲で窓枠も床板も外れて惨憺とした

状況であり、途中の東京駅の焼け焦げた姿を見て来た

ばかりだったのでショックであった。慶応出身の予備

学生の分隊士が新聞を見せてくれて、沖縄戦が終った

ことを知り先行きの暗いことを感じるのであった。あ

ちこちの小学校の校舎に寝泊まりした後、私は山の中

に造られていた第一〇航空隊指令部衛兵勤務に就くこ

とになった。「山の中やのになんで艦隊というのやろ」

と不思議だった。山を下りた処に広大な飛行場をもつ

霞ヶ浦航空隊があり、そこで勤務をすることがあった

が、その頃は連日アメリカ艦載機「グラマン」**の来

襲があり、その度に防空壕に避難した。 

 ある時突然に「退避」の声と同時にグラマン機が超

低空から機銃掃射して来た。逃げ遅れた私は一瞬山肌

にへばりついた。上目遣いに急上昇する操縦席に飛行

眼鏡を付けた兵士が私の方に顔を向けている姿がみえ

た。眼鏡の奥の眼が私を見ているように思えた。 

 狙われている！ 物凄く強い炸裂音と地響きだ！ 

恐怖心で動けない！ 反転して再びこちらに機首を向

けたグラマン機だったが、そのまま空へと飛び去った。

去勢されたような抜け殻になって私は暫くそのままの

姿勢であったように思う。がくがくと震えて怖かった。 

 八月二日未明の水戸空襲では東北の方角が真っ赤に

燃えているのを唖然と見ていた。司令部付であったた

めか、終戦後はアメリカ軍が進駐してくるまで待機を

命じられ、その間に帰省休暇が与えられたのである。

敗戦後の休暇とは少々納得しにくかったが、帰宅した

私を見た母はもう死んでいるのでは？と思っていたと

大喜びだった。そのまま帰隊せずに復員していたらど

うなっていただろうか。今でこそそう思うが、「上官の

命令は朕(天皇)の命令と心得よ」と叩き込まれ信じこ

まされていた軍国少年兵士は何の疑念も持たず、ごっ

たがえす満員列車の合間をぬって再び山の中の兵舎に

戻って行くのであった。上野駅の地下では戦災孤児が

溢れていて軍服姿の私の持ち物を狙って群がってきた

事が強く思いだされる。 

 それからは衛兵として立哨勤務の他Ｓ・Ｎ・Ｐ・

（Special Navy Police）の腕章をつけてアメリカ兵の

Ｍ・Ｐ・（Military Police）の後について復員列車で

混雑する土浦周辺を巡回する仕事についた。結局復員

できたのは九月の終り。中学校四年に復学したのは遅

れて十月の中旬であった。哀れ、帝国海軍最後の少年

兵（十五歳）の顛末記である。 

 

 五行歌に詠う 

     （月刊『五行歌』二〇一六年七月号） 

 考えてみたら俺の⻘春 

 戦争の⿊い煙に隠れて 

 煤けた顔で 

 ようやく見えた太陽が 

 眩しくておどおどしていた 

 

*旧日本軍では、航空部隊は海軍のもとにあった。飛行

予科練習生の制度は、一九三〇年設置。飛行機操縦技

術を年少時に習得させて将来の飛行機搭乗員の下級下

士官を養成することを目的とした。一九三七年、甲種

（旧制中学四年〈のち三年〉修了者、一五～一六歳）・

乙種（高等小学校卒業者、一四～一五歳）に分けられ

た。四〇年に丙種も設置。計二五万人が入隊し、太平

洋戦争末期には、この出身者の多くが特攻隊員として

戦死した。 

**一九二九年に設立されたアメリカ合衆国の軍用機・

民間機のトップメーカー。 

 

（追記） 

１）甲・飛・練一六期の後期入隊組は、一九四五年七

月、紀淡海峡を漁船で航海中、米軍機の攻撃を受け、

殆どが壮絶な戦死を遂げた。 

２）この原稿は平成二十七年（二〇一五年）七月二十

日付朝日新聞オピニオン欄に略されて掲載された。 

矢野 武  

★戦争体験記の原稿、引き続き募集中です。 

当時大阪府に在住、現在は舞鶴市にお住まいの矢野

武さんに６月号に続き、ご寄稿いただきました。 



（父の言葉「戦争はやっちゃいかん」）  ＬＩＰ ２０２０／０９ 

〈５〉 

 「戦争はやっちゃいかん」 ２年前に93歳で亡くな

った父の言葉だった。 

 

 両親が80歳代になり、実家で支援を受けながらも老

老介護状態で、体調不良で入退院を繰り返していた時

期のこと。神奈川の妹と大阪の私と二人で、代わる代

わる名古屋郊外にある実家に泊まり込んで世話をして

いた。その頃父に、語りたがらなかった戦争体験を聞

いてみた時の言葉だった。 

 

 父は1945年、東京大空襲に遭遇したと言う。焼夷（し

ょうい）弾攻撃だけで一夜にして10万人もの人が亡く

なった東京大空襲。父の近くに落ちた焼夷弾がたまた

ま不発弾で、命拾いしたのだと言う。近くの隅田川に

は、大火を逃れて飛び込んだ人たちの死体があふれて

いたそうだ。 

 

 東京から海軍の郡山練習航空隊に移り、駐屯地で何

度も行軍の演習があった。行軍が一番遅かった班は、

食事なしなどの罰を負わされたらしい。自分が遅かっ

たために、班が罰を受けて仲間に迷惑をかけたと自分

を責め、兵隊の二人が自殺したと言う。 

 

 予科練だったが、10人兄弟の長男であったために、

外地には行かずに済んだと語った。終戦時は、茨城県

常陸大子で迎えたと言う。 

 

 母の戦時体験も聞いた。酷暑で有名になった多治見

で、軍需工場に向かう途中、列車が戦闘機から機銃掃

射を受けた。母は慌てて近くの畑の中に逃げた。列車

は被弾し、到着した多治見駅にも弾痕があったという。 

 

 敗戦後、多治見市の同じ銀行に勤めて出会った二人

は結婚し、私と妹が生まれた。 

 

 東京大空襲であの焼夷弾が不発でなかったら、私は

この世に生まれることがなかったのかもしれない。そ

の話をしたら、同僚の祖父も出征直前に敗戦を迎えた

と言う。戦災から偶然生き延びて、終戦を迎えること

ができた人たちは多かったのだろう。 

 

 私たちは偶然の幸運によって、今ここに存在してい

るのだ。 

 

 敗戦記念日はこれからも最後はなく、いつまでも「戦

争はやっちゃいかん」。 

 

 父は政治的な発言をほとんどすることもなく、戦争

のことをあまり語らなかった。私にとってはどちらか

と言うと反面教師なところもあって、苦手な父だった。

しかし、今は父の言葉を噛み締めて、戦争を繰り返さ

せないよう、時代に向き合っていきたい。 

 

有我譲慶（ありが・じょうけい） 

 

高槻市在住の有我譲慶さんにご寄稿いただきま

した。 

★戦争体験記の原稿、引き続き募集中です。 

父の遺品から見つけた、くしゃくしゃの日の丸 



（原発賠償関西訴訟）        ＬＩＰ ２０２０／０９ 

〈６〉  

 ７月 30⽇（⽊）⼤阪地⽅裁判所で原発賠償関⻄訴

訟第26 回期日が開かれました。これは、2011 年３月

の東京電⼒福島第⼀原⼦⼒発電所事故で関⻄に避難

してきた人たちが、国と東電に対し、事故の真相究明

と責任の追及、損害の完全賠償、被災者全員への暮ら

しの支援を求める裁判です。 

 第26回期日は当初５月14日に開かれる予定でした

が、新型コロナウイルス感染拡大防止のため期日取消

となり、この日の開催となりました。感染防止のため

裁判所の一般傍聴席は 28 席と、通常の半分以下。そ

の後の報告集会の会場にも 32 名しか入場できないた

め、サポーターに対して、傍聴は控え、期日と同時刻

に開催される模擬法廷や、報告集会への、オンライン

傍聴及びリモート参加の呼びかけがありました。当日

Zoom とYou Tube によるネット配信が行われ、会場

参加者は31 名、Zoom には運営側５名を含め57 名が

参加、You Tube には24 名の閲覧がありました。＊ 

 期日では、裁判官が２名交代しため原告意見陳述が

行われ、原告団代表・森松明希子さんが、避難の経緯

とこれまで経験してきた事実を述べ、「原発は国策な

のに被ばくから身を守る制度は９年間たっても何も

ありません」と訴えました。続いて、原告代理人より、

準備書面 69「内部被ばくと避難の相当性」、準備書

面 70「被告東京電力の主張に対する反論」、準備書

面71「被告国第39 準備書面に対する反論」、準備書

面72「被告国第38 準備書面の津波評価技術に関する

主張に対する反論」が提出され、パワーポイントで準

備書面 70 の説明がありました。これは、被告・東京

電力からの準備書面17〜23 において、原告らの避難

元の地域ごとに現状を述べて、避難の相当性や損害が

ないと主張したのに対する反論です。すなわち、区域

設定自体に問題があること、健康影響に関する科学的

知見についての主張に脆弱さがあること、「復興」と

避難の相当性は無関係であること、さらに被害の実態

などに照らして、避難には相当性があり損害があると

主張しました。被告・東京電力からは、共通準備書面

25「原告準備書面68 に対する反論」が提出されまし

た。 

 報告集会では、参加した原告らがそれぞれ避難の理

由と経緯を語りました。そのなかで、帰還困難区域に

自宅のあった方から、住宅の取り壊しを行うには放射

性廃棄物としての処理を行わなければならず千数百

万円かかるため、公費解体の期限内に申し込む必要が

あった、それ以降は自己負担になるという話も聞きま

した。また、Zoomの恩恵で関⻄以外やフランス在住

の関係者の方からの発言を聞くこともできました。 

 原発賠償関⻄訴訟の次回第27 回期日は、大阪地方

裁判所で10 月29 日（木）午後２時開廷予定です。 

（豊髙明枝） 

 *当日の映像は、少し編集を加えて、YouTube にア

ップされています。 

→ https://youtube/JlhLSWhcfRs 

プログラムを最初に書いているので、そのタイムスケ

ジュールで各所だけを観ることも可能です。 

～「人の命」と「健康」と「ふつうの人間らしい暮らし」を求める裁判～ 

 原発賠償関西訴訟第 26 回期日の傍聴に行きました。 

関
西
訴
訟
報
告
集
会
 

Z
o
o
m

画
面
よ
り
（

2
0
2
0
.7

.3
0
）

 



（イベント情報）           ＬＩＰ ２０２０／０９ 

［イベント情報・ボランティア情報など募集しています。編集局までメールなどで連絡願います］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 新型コロナウイルス感染防止のために、催しが中止・延期になる可能性があります。主催者にお問い合わせください。● 

生活保護なんでも相談 
■日時 
 随時(予約要) 
■会場 
 弊会所在地 (宮之阪1-16-4) 
■主催者 
 NPOエンパワセツルメント 
■参加費用  不要 
 
 社協より助成頂いている居場所事業の一環として、生活保護の悩
みにお答えします。生活保護を受けたい、受けてるけど困り事があ
る等など、なんでも相談できます。予めメールで連絡ください。 
メールアドレス info＠jp-hitori.net まで。 

＊＊＊ 無添加石けん商品・手作り作品販売のお知らせ ＊＊＊ 
9/15（火） 10:30～ 廃油回収   サプリ村野玄関前 

9/25（金） 10:30～ バザー     枚方市役所本館北側 

お近くにお越しの際にはぜひいらしてください。皆でお待ちして

おります＾  ^

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
障害者労働センター   枚方市中宮山戸町10-12-101 

        TEL 072-848-0508 

ネットショップ URL:http//paso0508.cart.fc2.com 

 



［2005 年 8 月創刊 通巻第 182 号 今号の発行部数 900 部］ 

次号（１０月号）は、９月２７日（日）に発行予定です♪ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 表紙：平井由恵 

ＬＩＰは、次の場所に置かせていただいてます。 
☆ 各生涯学習市民センター・図書館・メセナひらかた3Fウィル・ひらかたＮＰＯセンター 
☆ 枚方市ボランティアセンター  [ラポールひらかた内  072-841-0181] 

☆ 子ども家庭支援センター ファミリーポートひらかた  [枚方市招提南町2-50-1  072-850-4400] 
☆ コミュニティーカフェ ラ テール  [枚方市西禁野1-3-27 禁野口バス停前  072-848-0418] 
☆ ＮＰＯ法人 りりあん  ［枚方市長尾元町6-39-15  lilian＠kcat.zaq.ne.jp］ 
☆ 婦人洋品店 シャルム  ［枚方市南楠葉1丁目2-16 くずは公民館向かい  072-850-1362］ 
☆ 喫茶 Ｄｉｋ Ｄｉｋ  ［枚方市岡本町8-17  072-846-5377］ 
☆ 街かどデイハウス 藤阪愛逢  [枚方市藤阪元町2-27-1  072-855-6978] 
☆ 枚方市地域包括支援センター社協こもれび  [枚方市南楠葉1-30-1エクセレント辻ビル203号室  072-856-9177] 
☆ 泉屋 楠葉店  [枚方市楠葉並木2-2-2  072-868-3060] 
☆ ＷＡＶＥ３４（ボウリング場）  [枚方市田口4-11-8  072-848-0450] 
☆ 身体障害者共同作業所 キッズ枚方コミュニケーションズ  [枚方市堤町2-1-103  072-861-6360] 
☆ 京阪総合会計事務所  [枚方市西禁野2-4-17第５松葉ビル301  072-805-5252］ 
☆ ヘアースタジオぱぺぽ  [枚方市南楠葉２丁目4-3  072-850-9070] 
☆ 枚方市役所（市民活動課・環境総務課・人権政策室） [枚方市大垣内町２丁目1-20  072-841-1221] 
☆ 枚方市役所 津田支所  [枚方市津田北町2-25-1  072-858-1502] 
☆ (財)枚方市文化国際財団 [枚方市岡東町8-33市民会館内  072-843-1122] 
☆ 枚方市総合福祉センター  [枚方市津田東町2-26-1  072-858-5835] 
☆ (社福)やなぎの里 精神障害者通所授産施設 ぱぴるす [枚方市大字尊延寺2200  072-859-0245] 
☆ ＮＰＯ法人パーソナルサポートひらかた [枚方市中宮山戸町10-12-105  072-848-8825] 
☆ 自閉症療育センター Link  [枚方市岡東町24-10 アイエス枚方ビル３階  072-841-2411] 
☆ 「市民の広場」ひこばえ [枚方市大垣内町2-8-27 シンエービル別館A室  072-846-8780] 
☆ 紅茶専門店ＶＩＥ [枚方市南楠葉1-1-34  072-856-2355] 
☆ shot bar カボチャソース [枚方市牧野下島町14-22  072-809-7676] 
☆ ポパイ商店 [枚方市山之上２丁目16-9  072-846-7232] 
☆ えほんのお部屋ひまわり畑 [枚方市香里ケ丘12丁目6-28  090-6739-7064] 
☆ クッキー工房おれんじはうす [枚方市交北３丁目3-10  072-856-8378] 
☆ 陶器食器のお店 a new sprout [枚方市堤町2-14  072-846-9550]  
☆ 雑貨／カフェ ルポ・デ・ミディ [枚方市堤町10-12  072-843-1525] 
☆ 渦潮ベーカリー楠葉店 [枚方市町楠葉1-30-6  072-856-5420] 
☆ 輝きプラザ「きらら」 [枚方市車塚1-1-1] 
☆ 教育文化センター [枚方市磯島北町37-1 050-7102-3150] 
☆ 三代目たくちゃん ピーコ  [枚方市牧野阪２丁目7-30  080-3785-1728] 
☆ ＭＩＫＩＨＯＵＳＥ キャラメル [枚方市牧野阪2-9-15-105  072-857-6626] 
☆ 株式会社 丸天酒店 [枚方市牧野阪2-5-23  0120-39-7003] 
☆ MogaJogaDining枚方宿 [枚方市堤町2-15 072-846-3535] 
☆ とくふうホーム [枚方市大字尊延寺４５９２－２４  072-858-4058] 
☆ 音楽療法スペース  ウッドヴィレッジ [枚方市牧野下島町9-12  070-857-3540] 
☆ みんなでつくる広場 「ちょこっと」 [枚方市楠葉野田2-30-8  072-856-9439] 
☆ スパバレイ枚方南  [枚方市津田山手1丁目24-1  072-808-4126] 
☆ やすらぎの丘霊苑  [枚方市大字尊延寺4588番4  072-896-1212] 
☆ 苺のいえ  [枚方市甲斐田町５番２５号ウエストヒルズ１０２号 072-805-2660] 
☆ ちいさいほいくえん みんなの里  [枚方市楠葉並木2-28-4  072-845-6814]  
☆ 韓国茶が楽しめるカフェ 「Cafe Cajjo」  [西禁野1-6-28  072-848-8481] 
☆ くずはアートギャラリー [枚方市楠葉花園町15-1-Z302 本館ハナノモール 3階] 
☆ カフェ ル ポン [枚方市高田２丁目20-17  072-396-8785] 
☆ 街かどデイハウス秋桜 [枚方市宗谷1-1-1  072-859-3991] 
☆ 明日花障害者作業所  [枚方市西禁野１丁目3-18  072-848-2324] 
☆ 陽だまりの会 [枚方市交北2丁目7-15  072-809-0015] 
☆ Ｌｉｎ Ｂｒｕｎ． [枚方市牧野下島町18-7  072-865-3514] 
☆ カミュゥ [枚方市牧野下島町13-11  072-865-7310] 
☆ Grand Table [枚方市山之上1丁目12－10  072-846-3808] 
☆ 尊延寺公民館 [枚方市尊延寺3丁目3 ｰ16  072-859-0168] 
☆ ひねもすぱんのかふぇ[枚方市堤町10-24 鍵屋別館1階 090-5963-0590] 
☆ まことの豆富 燈 本店  [枚方市楠葉中町1-5 072-855-6022] 
☆ 雑貨＆cafe くろねこ・くぅ  [枚方市片鉾東町20-1  072-896-9690] 
☆ 京阪総合カウンセリング [枚方市新町2-1-9ほーむ21新町106号 072-814-7140] 
☆ NPO法人 枚方人権まちづくり協会[枚方市岡東町12-1-502 072-844-8788] 

◇   ◇   ◇   ◇   ◇ 

☆ フレッシュベーカリー ラッキー [寝屋川市早子町18-1  072-821-0413] 
☆ 小規模通所授産所施設 ミルキーウェイ [交野市天野ヶ原町２丁目14-20] 
☆ 大阪市総合生涯学習センター [大阪市北区梅田1-2-2-500 大阪駅前第2ビル5階 06-6345-5000] 
☆ 「月桃の花」歌舞団 十三スタジオ  [大阪市淀川区木川西3-4-20 2F  06-6885-8475] 
☆ ふらっとねやがわ  [寝屋川市東大利町2-14（市立産業振興センター5階）  072-800-5789] 
☆ ふれあいプラザ香里  [寝屋川市香里南之町19-17 フレスト香里園店１階 072-835-3335] 
☆ 青年の家 [交野市私部２丁目29--１  072-892-7721] 
☆ 交野市役所内わいわいネット [交野市私部1丁目1-1] 
☆ Cut wa Coconi  [交野市郡津4-31-6 072-893-0020] 
☆ ヘアーサロンおおまち [交野市私部3-17-2 072-891-5024（予約優先）] 
☆ 和食「ふる里」  [三重県伊賀市長田2541-1 0595-21-4498] 
☆ 大阪府衛生会附属診療所 [高槻市奈佐原955  072-696-3351] 
☆ 西宮男女共同参画センター ウェーブ  [西宮市高松町4-8  0798-64-9495] 
☆ 大東市立生涯学習センター アクロス  [大東市末広町1-301  072-869-6505] 
☆ フェルデンハウス北斗星  [寝屋川市萱島東１丁目16-15  070-5435-1965] 
☆ 大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター） 

[大阪市中央区大手前1丁目3-49 0６-6910-8500] 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

10,591 前号から繰り越し 

2,800 出版物販売 

2,800 広告代 

1,000 寄付 

▼560 郵送代 

▼500 ８月ロッカー代 

▼4,110 ８月号印刷代 

12,021 計（次号へ繰り越し） 

応援ありがとうございます♪ 

匿名希望さん 

◆感染を広げないための新型コロナウイルス接
触確認アプリ（COCOA)。このアプリを入れたス
マホが周囲に何個あるのか数えるツールをマイ
コンで作ってみた。おもしろくなって、さらに、
周囲の人の密集度や密接度も検知できるように
してみた。そうなると、3密の残りの、密閉度も
検知したい。周囲の騒音や、二酸化炭素濃度で判
定する手法があるみたい。次号までには使える
ようにしてみたい。         （ｗ） 
 
◆表紙に載せたWEB版ＮＰＯフェスタ用の動画
撮影。緊張しつつも、楽しいひとときでした。 

（ｗ） 
◆ＬＩＰは、市民が書き、市民が読む地域密着型
情報紙です。あなたも紙面に登場してみません
か？ 

体験講座「身体ほぐしの フェルデン・レッスン」 
内容：ゆったりした気持ちのいい動きで、体を整えてみましょう。 
日時：９月30日（水）10時30分～11時40分 
場所：ラポールひらかた３階 和室 
講師：安藤 緑さん（フェルデンクライス国際公認指導者、 

フェルデンハウス北斗星主宰） 
対象：女性 
定員：10人（先着順。要予約） 
参加費：無料 
持ち物：お茶、バスタオル。ゆったりした服装でお越しください。 
申込み・問合せ：090-5893-5635（とよたか 16時以降） 
                    または、c-k＠love-dugong.net 
主催：放課後クラブ「チャレンジ・キッズ」 


